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福島県農村計画課

農
地
の
利
用
集
積
は
、
「
高
齢
で

農
業
を
や
め
た
い
」
、
「
規
模
を
縮

小
し
た
い
」
な
ど
、
誰
か
に
農
地
を

貸
し
た
い
と
い
う
方
の
農
地
を
規
模

拡
大
し
た
い
方
に
預
け
て
（
集
積
し

て
）
耕
作
し
て
も
ら
う
こ
と
を
い
い

ま
す
。

県
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
策
定

し
た
「
福
島
県
農
林
水
産
業
振
興
計

画(

ふ
く
し
ま
農
林
水
産
業
新
生
プ
ラ

ン)

」
に
お
い
て
、
平
成
32
年
度
ま
で

に
県
内
耕
地
面
積
１
４
４
千
ha
の
う

ち
、
96
千
ha
以
上
の
農
地
を
集
積
す

る
計
画
と
し
、
こ
の
内
ほ
場
整
備
事

業
実
施
地
区
で
は
、
70
％
以
上
集
積

す
る
計
画
で
す
。

農
地
の
利
用
集
積
を
進
め
る
た
め

に
は
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
と
借
り

た
い
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ほ
か
、
ど

の
よ
う
な
作
物
を
作
付
け
し
、
地
域

の
農
業
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
な
ど
の
話
し
合
い
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
す
る
地
区

で
は
、
農
地
の
大
区
画
化
や
用
排
水

路
、
農
道
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
の

ほ
か
、
計
画
の
策
定
段
階
か
ら
、
事

業
の
完
了
ま
で
の
間
、
事
業
実
施
後

の
営
農
や
地
域
の
担
い
手
を
誰
に
す

る
か
な
ど
話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
円
滑
に
利
用
集
積
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

会
津
若
松
市
湊
町
の
「
原
地
区
」

で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
ま
で
実
施
し
た
ほ
場
整
備
を
契
機

に
「
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

原
」
を
設
立
し
、
個
別
経
営
か
ら
大

規
模
経
営
に
経
営
転
換
す
る
こ
と
に

よ
り
、
平
成
28
年
度
は
、
地
区
全
体

の
79
％
（
７
２
．
１
ha
）
の
農
地
を

集
積
す
る
と
と
も
に
、
水
稲
と
転
作

作
物
で
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
と

品
質
の
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
話
し
合
い
が
増
加

し
、
地
元
自
治
会
と
法
人
が
中
心
と

な
っ
て
「
は
ら
笑
楽
校(

し
ょ
う
が
っ

こ
う)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

旧
原
小
学
校
を
改
修
し
て
「
カ
フ
ェ

は
ら
笑
」
を
開
設
し
、
地
元
雇
用
を

創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
元
産
大
豆

を
使
っ
た
料
理
提
供
や
加
工
品
販
売

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
場
整
備
の
実
施

と
併
せ
て
農
地
の
利
用
集
積
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
規
模
拡
大
や

生
産
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
の
ほ
か
、
地

域
の
活
性
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

今
後
も
、
ほ
場
整
備
と
農
地
の
利

用
集
積
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
新
た
な
ほ
場
整
備
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
各
農
林
事
務
所
農
村

整
備
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

南
会
津
町
土
地
改
良
区
は
、
平
成

28
年
度
に
設
立
さ
れ
た
受
益
面
積
３

６
．
９
ha
、
組
合
員
数
52
名
の
土
地

改
良
区
で
す
。

現
在
は
、
平
成
28
年
度
に
採
択
と

な
っ
た
「
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整

備
事
業
田
部
地
区
」
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
11
月
３
日
に
「
水
土
里
を
育

む
普
及
促
進
事
業
」
を
活
用
し
た
、

「
長
野
大
阪
堰
散
策
ウ
ォ
ー
ク
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
長
野
大
阪
堰
は
、
長
野
地
区

の
農
業
用
水
及
び
生
活
用
水
路
と
し

て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

す
。
長
野
地
区
の
先
人
が
、
下
郷
町

と
の
町
界
で
あ
る
番
屋
川
及
び
加
藤

谷
川
か
ら
取
水
し
、
約
10
km
の
水
路

（
一
部
洞
門
）
を
開
拓
し
、
農
業
に

欠
か
せ
な
い
水
を
確
保
し
て
農
業
の

振
興
を
図
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
野
地
区
の

先
人
が
農
業
用
水
及
び
生
活
用
水
路

と
し
て
築
い
た
約
10
km
の
う
ち
大
型

用
水
路
周
辺
、
約
６
km
を
散
策
し
て

い
た
だ
き
、
施
設
の
重
要
性
や
役
割
、

維
持
管
理
の
必
要
性
、
農
業
農
村
の

持
つ
多
面
的
な
機
能
に
つ
い
て
、
広

く
学
習
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
約
80
名
程
度

の
参
加
者
も
あ
っ
て
、
快
晴
の
中
、

盛
況
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
に
は
、
長
野
地
区
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
い
し
い
豚

汁
や
焼
肉
を
振
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

本
年
度
の
田
部
地
区
の
ほ
場
整
備

に
つ
い
て
は
、
１
６
．
２
ha
の
面
工

事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
中

の
安
全
を
祈
り
、
ま
た
今
年
度
の
工

事
が
無
事
に
完
了
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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農

空

間

の

う

く

う

か

ん

【
農
林
水
産
部

農
村
基
盤
整
備
課
】

ほ
場
整
備
と
農
地
の

利
用
集
積
で

地
域
農
業
の
活
性
化
!!

【特集】

地
域
に
根
ざ
し
た

水
土
里
ネ
ッ
ト

南

会

津

「
先
人
が
開
拓
し
た
水
路
で

農
業
の
振
興
を
図
る
」

南会津町土地改良区

【
南
会
津
町
土
地
改
良
区
】

散策ウォークの説明

途中に施設の見学をします
地区の協力

による給水所

もあります！

最後に親睦を深めます♪

福

耕

支

援

隊

情

報

玉
村

幸
一

主
任
主
査

（
長
野
県
）

漆
畑

友
也

副
主
査

（
静
岡
県
）

斉
藤

篤
志

技
師

（
滋
賀
県
）

鈴
木

孝
昭

技
師

（
栃
木
県
）

【
原
町
南
部
チ
ー
ム
】

農
地
・
施
設
の
災
害
復
旧
工
事

と
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工
事
を
主
と

す
る
復
興
工
事
を
一
元
的
に
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
チ
ー
ム
で

す
。
本
格
的
な
営
農
再
開
を
見
据

え
、
農
業
振
興
普
及
部
と
の
連
携

を
本
格
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ

の
他
の
多
方
面
に
渡
る
協
議
調
整

等
を
、
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鈴
木

努

主
査

（
秋
田
県
）

【
和
田
地
区
】

津
波
被
災
を
受
け
た
松
川
浦
近

傍
農
地
を
、
平
成
27
年
度
か
ら
の

債
務
工
事
の
総
仕
上
げ
を
担
当
し

て
お
り
、
地
元
か
ら
の
信
頼
も
厚

く
、
今
後
の
補
完
工
事
に
つ
い
て

地
元
と
鋭
意
調
整
中
で
す
。

戸
田

博
基

技
師

（
滋
賀
県
）

【
村
上
・
中
浜
・
繁
岡
海
岸
地
区
】

波
浪
や
強
風
に
見
舞
わ
れ
て
の

工
事
中
断
や
、
他
機
関
と
の
調
整

が
引
き
続
き
多
い
中
、
工
事
完
成

に
向
け
た
綿
密
な
工
程
管
理
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

相
双
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部

農
村
整
備
第
一
課
で
は
、
今
年
度

５
県
か
ら
６
名
の
福
耕
支
援
隊
の

応
援
を
い
た
だ
き
、
津
波
被
災
や

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
を
目
指

す
ほ
場
整
備
や
海
岸
保
全
施
設
の

復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
夜
、
工
事
の
設
計
積
算
や
監

督
業
務
、
地
元
調
整
に
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
６
名
を
紹
介
し
ま
す
。

強
い
責
任
感
を
発
揮
し
な
が
ら
、

爽
や
か
に
業
務
に
立
ち
向
か
う
支

援
隊
は
、
今
後
も
相
双
地
方
の
復

旧
復
興
に
必
要
不
可
欠
な
メ
ン
バ
ー

で
す
。

豆富もち定食

鈴木主査

戸田技師

鈴木技師

漆畑副主査 玉村主任主査 斉藤技師

配筋検査の様子型枠検査の様子
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【
た
め
池
等
放
射
性
物
質
対
策
事
業
】

県
中
地
区(

大
久
保
池)

(

Ｈ
29
～
Ｈ
30)

本
地
区
は
市
町
村
の
た
め
池
等
放

射
性
物
質
対
策
の
促
進
を
図
る
た
め
、

モ
デ
ル
工
事
と
し
て
郡
山
市
の
大
久

保
池
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
雑
草
が

繁
茂
し
て
い
る
な
ど
現
場
条
件
に
合

わ
せ
、
た
め
池
底
質
の
除
去
工
法
と

し
て
ポ
ン
プ
し
ゅ
ん
渫
の
ほ
か
、
バ
ッ

ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
除
去
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
た
め
池
は
市
街
地
に
あ
り

住
宅
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
振

動
・
騒
音
・
悪
臭
な
ど
に
注
意
し
、

丁
寧
に
周
辺
住
民
へ
の
説
明
を
行
い

な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
復
興
再
生
基
盤
整
備
事
業(

農
地
防

災
事
業(

た
め
池
等
整
備
事
業)

)

】

梨
池
下
地
区(

Ｈ
26
～
Ｈ
31)

本
地
区
は
水
路
か
ら
の
越
水
に
よ

る
農
地
被
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

鏡
石
町
の
中
心
部
に
位
置
す
る
梨
池

か
ら
諏
訪
池
を
結
ぶ
排
水
路
の
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す(

総
延
長
約
２
．

３
km)

。
な
お
、
本
地
区
は
環
境
創
造

区
域
の
た
め
、
排
水
路
の
一
部
に
生

態
系
に
配
慮
し
た
多
自
然
型
水
路
を

配
置
す
る
な
ど
、
鏡
石
町
が
掲
げ
る

「
憩
い
や
す
ら
ぎ
の
場
の
提
供
」
に

資
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
地
区
上
流
で
は
毎
年
農

業
高
校
と
地
域
に
よ
る
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
が
行
わ
れ
、
７
月
～
８
月
が
見
頃

と
な
っ
て
い
ま
す
！

【
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業(

中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業)

】

永
谷
地
区(

Ｈ
29
～
Ｈ
32)

本
地
区
は
田
村
市
船
引
町
に
位
置

し
、
ほ
場
整
備
と
た
め
池
整
備
等
の

工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
地

区
の
用
水
源
は
た
め
池
と
渓
流
水
で

あ
り
、
用
水
の
確
保
が
課
題
で
す
。

た
め
池
の
改
修
に
よ
り
用
水
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
ほ
場
整
備
工
事

で
は
用
水
の
反
復
利
用
や
渓
流
水
を

用
水
路
に
取
り
入
れ
る
よ
う
な
設
計

を
行
い
、
用
水
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
今
年
度
秋
の
工
事

着
工
に
向
け
、
実
施
設
計
・
境
界
測

量
や
地
元
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２０１８年（平成３０年）９月１４日 第７４号

①
南
会
津
農
林
事
務
所

農
村
整
備
課

佐
藤

充

②
本
宮
市

③
食
産
業
学
部

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

④
大
学
で
は
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
に

所
属
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
食
に

関
し
て
学
び
ま
し
た
。
社
会
を
良
く

す
る
な
ら
家
族
が
い
る
地
で
、
何
か

を
成
す
な
ら
育
っ
た
地
で
、
骨
を
埋

め
る
な
ら
生
ま
れ
た
地
だ
と
考
え
、

福
島
県
を
志
望
し
ま
し
た
。

現
在
は
農
道
整
備
や
河
川
整
備
の

監
督
員
、｢

ふ
く
し
ま
の
農
育｣

推
進

事
業
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
入

庁
し
て
４
ヶ
月
が
経
ち
ま
す
が
、
未

だ
多
く
の
方
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

ど
う
に
か
こ
う
に
か
食
ら
い
付
い
て

い
き
て
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
仕

事
を
覚
え
、
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う

力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

①

所
属
・
氏
名

②

出
身
地

③

学
生
時
代
の
専
攻

④

志
望
動
機
・
担
当
業
務
・
抱
負

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
事
で
す
。

４月から

農業土木職員

の一員です！

①
相
双
農
林
事
務
所

農
村
整
備
第
二
課

渡
辺

駿

②
福
島
市

③
農
学
部

食
料
生
命
環
境
学
科

④
は
じ
め
ま
し
て
、
相
双
農
林
事
務

所
の
渡
辺
で
す
。
私
が
福
島
県
職
員

を
志
望
し
た
理
由
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
福
島
の
復
旧
・
復
興
に
携

わ
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島

区
の
真
野
地
区
で
ほ
場
整
備
の
担
当

を
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
の

話
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
を
形
作
っ

て
い
く
仕
事
な
の
で
、
地
元
の
方
か

ら
の
声
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

震
災
か
ら
７
年
が
経
過
し
、
当
時

の
状
況
か
ら
大
き
な
復
興
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
島

の
復
旧
・
復
興
は
未
だ
道
半
ば
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
復
旧
・
復
興
の
１
日

で
も
早
い
達
成
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

県
内
か
ら
の
便
り

「
食
の
絆
で
地
域
と
共
に
発
展

す
る
農
林
業
」
を
目
指
し
て
！

県

中

農

林

事

務

所

毎年素敵な田んぼアートです！ 生きものに配慮した排水路

郡山市 大久保池の施工前の様子

ため池天端幅を確認中

【
復
興
再
生
基
盤
整
備
事
業(

農
地
整
備
事
業(

通
作
条
件
型))

】

坂
路
２
期(
Ｈ
26
～
Ｈ
31)

本
地
区
は
石
川
町
と
古
殿
町
の
間
に
位
置
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
延
長

１
３
６
０
ｍ
、
全
幅
７
．
０
ｍ
、
車
道
幅
５
．
５
ｍ
の
農
道
の
拡
幅
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
地
区
は
地
盤
が
軟
弱
で
、
所
々
に
池
が
あ
り
、
掘
削
す
る
と

湧
水
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
水
の
処
理
に
難
航
し
て
い
ま
し
た
が
、
工

事
業
者
と
綿
密
に
協
議
を
行
い
処
理
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
進
捗
率
は
70
％
程
度
で
あ
り
、
来
年
31
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。【施工後】効率良い営農が可能

【施工前】

県
中
地
方
は
、
中
央
に
阿
武
隈
川

が
流
れ
、
そ
の
周
辺
は
日
本
三
大
疏

水
の
一
つ
で
あ
る
安
積
疏
水
で
潤
う

安
積
平
野
が
広
が
り
、
都
市
的
利
便

性
と
大
自
然
の
恵
み
が
享
受
で
き
る

地
域
で
、
「
食
の
絆
で
地
域
と
共
に

発
展
す
る
県
中
地
方
の
農
林
業
」
を

振
興
方
向
と
し
て
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
県
中
農
林
事
務
所
で

実
施
し
て
い
る
事
業
の
う
ち
若
手
技

術
者
が
担
当
し
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

【
農
村
整
備
部
】

新

規

採

用

職

員

の

紹

介

①
県
中
農
林
事
務
所

地
域
農
林
企
画
課

小
池

涼
乃

②
茨
城
県
土
浦
市

③
生
物
資
源
科
学
部

生
物
環
境
工
学
科

④
私
は
、
茨
城
県
出
身
で
す
が
、
大

学
で
農
業
土
木
を
学
び
、
ま
た
教
授

や
福
島
県
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る

先
輩
の
お
話
を
聞
い
て
、
私
も
福
島

県
職
員
の
一
員
と
な
っ
て
自
分
の
専

攻
し
て
い
た
分
野
を
活
か
し
た
い
と

思
い
志
望
し
ま
し
た
。

所
属
部
署
は
企
画
部
で
、
主
に
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
や
広
報

等
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
で
失
敗
し
て
し
ま
い
、

落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
焦

ら
ず
１
つ
１
つ
経
験
を
積
ん
で
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
相
双
農
林
事
務
所

農
村
整
備
第
二
課

髙
橋

亮
祐

②
福
島
市

③
農
学
部

共
生
環
境
課
程

④
私
は
、
高
校
、
大
学
と
県
外
で
過

ご
し
ま
し
た
が
、
震
災
を
き
っ
か
け

に
故
郷
へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
た

め
、
本
県
を
志
望
し
ま
し
た
。

現
在
は
南
相
馬
市
馬
場
西
地
区
に

お
い
て
農
地
の
基
盤
整
備
工
事
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
の
現
場
は

思
い
描
い
て
い
た
形
が
ど
ん
ど
ん
実

現
さ
れ
て
行
く
た
め
、
毎
日
の
変
化

が
楽
し
く
、
復
興
の
進
捗
が
日
々
実

感
で
き
る
た
め
や
り
が
い
も
感
じ
て

お
り
ま
す
。

ま
ず
は
工
事
の
監
督
員
と
し
て
独

り
立
ち
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
基
本

か
ら
一
歩
一
歩
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

少
し
前
の
お
話
で

す
が
、
三
春
ダ
ム
20

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
、

完
成
以
来
20
年
ぶ
り

の
ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト

か
ら
の
放
流
を
見
て

き
ま
し
た
。
三
春
ダ

ム
は
特
定
多
目
的
ダ

ム
と
し
て
、
田
畑
も

潤
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
秋
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
等
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

編
集
後
記


